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１． はじめに 
 近年、鋼橋において建設コストの縮減、維持管理の省力化のために、様々な構造形式の橋梁が積極的に採用さ

れるようになってきている。本橋においても従来にはない以下の構造上の特徴を有している。 
① 床版にサンドイッチ構造合

成床版（以下“床版”とす

る）を用いて、合成箱桁と

して設計した。 
② 荷重分配機能を期待できる

床版を用いることにより、

中間部の横桁をすべて省略

した。 
③ 主桁断面は、縦リブ・横リ

ブ・補剛材を省略した無補

剛断面とした。 
 主桁の設計は、床版による荷重分配機能を従来の横桁に置換したモデルで格子解析を行い、断面力を

算出した。さらに、その妥当性の検証をＦＥＭ解析により行っている。 
 そこで本報では、ＦＥＭ解析により得られた結果と実橋載荷試験による測定結果との比較を行い、床版及び主

桁の応力性状について考察を行う。 
２． 実験方法 
２－１ 対象橋梁 
一般国道４号 日本橋下り線 ３径間連続合成箱桁橋 
橋長 161.600ｍ 支間長 48.000+59.700+51.200ｍ 
斜角A1～P2が右 50°,A2が右 60° 
２－２ 載荷方法 
１）載荷荷重 T-20ダンプトラック４台を使用した。 
２）載荷位置 図１に示す通り４ケースで載荷した。 
３）計測位置 図１に示す A,B,C の３ラインについてひずみゲ
ージと変位計を図２の通り取付け、床版と主桁の応力度、

変位を計測した。 
３． 実験結果及び考察 
  本報では紙面の制約上、実験結果の中から、荷重ケースは 中央径間のＧ２桁側に載荷したケース

1-2とし、着目ラインは荷重載荷位置のＡラインとした場合に ついて取上げ考察を行う。 
１） 床版と主桁の変位 
床版と主桁の変位を、図３に示す。床版の３点と各主

桁のウェブ直下の４点の計７点における計測値およ

図１ 荷重載荷位置及び計測ライン 

図２ ゲージ取付位置

1～26:ひずみゲージ 
a～i :変位計 

図３ 床版と主桁の変位
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びＦＥＭ解析値（以下“解析値”とする）をプロットし図化を行った。変位は、橋軸直角方向に直

線的に分布しており、計測値と解析値が同等の値を示している。 
２）床版と主桁の応力度分布 
主桁と床版の橋軸方向応力度分布を解析値と併記し、図４に示す。主桁の各ウェブ位置について、

上下フランジ・ウェブの上下端・床版上面の計測値および解析値をプロットし図化を行った。計測

値と解析値がほぼ同等の値であるといえる。また、中立軸が床版に近い位置にあることから、合成

桁としての応力度分布であることが確認できた。よって、解析値は主桁と床版とを結合したモデル

により解析した結果であることから、主桁と床版は、合成桁として機能していることが明らかにな

った。 
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図６ 床版の応力度分

の応力度 
橋軸方向応力度分布を、図

す。左図の床版上面の応力

は、各主桁のウェブ直上と

央の５点における計測値と

をプロットし図化を行った。

面の応力度は、すべて圧縮

ており荷重載荷位置のＧ２

ピーク値を示し、載荷位置

れるにつれ徐々に減少する

なっている。右図は、床版

上下面の応力度分布を示す。

布状況は、図４の主桁上床

応力度分布と同様の傾向で

とが確認できる。橋軸方向

度は、主桁作用によるものと考えられ、Ｇ２桁側へ載荷した荷

ているものと判断できる。これは、床版が十分に剛性を有して

荷重を分配させていると考えられる。同様に、橋軸直角方向の

方向の応力度は、床組作用と荷重分配作用によるものと考えら

結果となった。 
 
とサンドイッチ構造合成床版は、合成桁として挙動しているこ

らかとなった。 
では、中間横桁を省略しているが、床版により十分な荷重分配

試験により得られた計測値は、解析値と十分に一致しており期

た。 
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図４ 床版と主桁の応力度分布
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版によりＧ１桁へ分

版と主桁が確実に合

布を図６に示す。橋

値と解析値はほぼ一

値と解析値の合致か

いるといえる。 
挙動を示し安全性が
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